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環境目標 3 水や空気がきれいで 安全なまち 

行動方針 11 公害や化学物質の問題をなくす 

 

■数値目標 
指標 公害苦情件数【指標-18】 担当課 くらし環境課 

指標の定義 公害苦情件数の年間件数（2010 年度の現状値は、2004～2010(平成 16～22)年

度に発生した公害苦情件数の年平均件数） 
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現状値 2018 2 件/年 

最終目標 2021 15 件/年以下 

評価 Ａ 100％以上の達成 

現状コメント 苦情は年々減少傾向にありま

す。 

 
指標 公害防止協定締結数【指標-19】 担当課 くらし環境課 

指標の定義 町が公害防止協定を結んでいる事業者の数 

数
値
目
標 

策定時 2015 35 社 
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現状値 2018 37 社 

最終目標 2021 43 社 

評価 Ｂ 80～100％未満の達成 

現状コメント 今後とも企業の事業活動に応

じて内容の見直しを実施し、新

規稼動企業においては積極的

に協定締結を推進しています。 
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■町の施策 （●：重点プロジェクト） 

11-1 公害の未然防止と苦情への対応  
○ 内陸フロンティア推進区域、がんセンター周辺、既存工業団地周辺への企業立地を推進し、

市街地の住工混在の解消や無秩序な宅地化の防止などに努め、適正な土地誘導を図り、計画

的な市街地整備を図ります。 

[遅れ気味] 既存工業団地隣接地の企業立地案件の相談に対し、事業者や

地権者のサポートのため庁内横断的に対応し、進出の意向を

得ることができました。 

【企画財政課】 

[概ね順調] 県立静岡がんセンター周辺では、地区計画に基づき、適正な

土地誘導や計画的な市街地整備の推進を図りました。 

【建設計画課】 

○ 町内企業に環境対策への協力を求めるため、環境保全協定などの締結を拡大させ、町と事業

者との連携体制の確立を進めて、事業者の自主的な環境への負荷の低減を促進します。 

[概ね順調] 新たな締結はありませんでした。 【くらし環境課】 

○ 工場などに対し、県と連携して定期的な立入調査を実施するとともに、きめ細かな公害対策

の指導に努めます。 

[順  調] 県による町内事業場 8 箇所の立入検査に同行し、苦情などに

ついて密接に連携して対応しました。 

【くらし環境課】 

○ 公害苦情に対しては、早期の解決を模索するとともに、再発防止に向けた対応方法も検討し

ていきます。 

[概ね順調] 2 件の苦情があり、各苦情に対応しました。 【くらし環境課】 

 

11-2 化学物質の管理  
○ 有害化学物質を使用している企業に対し、使用量などの調査を実施するとともに、県の情報

提供に注意し、使用企業に対して代替品などの検討を図っていきます。 

[概ね順調] 有害化学物質を使用している企業に対し、測定の際に啓発を

行いました。 

【くらし環境課】 

 

 

 
立入検査 


